
 

 

留置針の安全機能を作動させない事で針刺し事例が発生しています。 

＊留置針 翼状針 安全機能を作動させること！ 

この工程はどの場面でも必ず実施する 

＊針を扱う時は必ず手袋装着（針刺しした時の血液曝露量減少） 

＊携帯用針捨てBOXは8割 いっぱいにはしないこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

針を抜去したら、必ず安全機能を作動させる！ 

留置に失敗しても、必ず安全機能を作動させる！針を露出させたままにしない！ 

絶対に手では押し込まない！ 
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